
保険料滞納者に対する給付制限 

（１） 保険料滞納者 

利用者が一定期間保険料を滞納している場合・未納期間がある場合、市町は給付

制限を行います。 

●「支払方法変更（償還払い化）」

・保険料滞納者は全額自己負担となります。（10割支払）

・利用者は市町に申請することにより保険給付分の支払を受けることができます。

（償還払） 

●「給付率の引き下げ」

・1～2割負担の被保険者は 3割負担（7割給付）、3割負担の被保険者は 4割負（6

割給付）となります。（介護保険被保険者証裏面参照） 

（２）確認方法 介護保険被保険者証の給付制限欄を確認（制限内容・期間） 

（３）取扱い 

●償還払い化の場合

居宅介護サービス費は、全額利用者負担となるため国保連合会への請求は行いま

せん（償還払い化該当者の請求を国保連合会にされた場合は返戻となります） 

① 利用者への対応

・10割負担となることの説明 

・申請により償還払いとなることの説明 

・居宅介護サービス計画費の徴収→指定居宅介護支援提供証明書・領収書の発行 

② サービス事業所への対応

・支払方法変更（償還払い化）該当者（10割負担）であることの連絡 

・サービス提供証明書・領収書の発行依頼 

・国保連合会への請求は行わないことの連絡 

●給付率の引き下げ

・国保連合会へ請求を行いますが、給付率に注意して下さい。


